
明
治
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十
五
年
三
月
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日

第

三
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郵
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物

認
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日
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行
政
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関
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休
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lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll住
所
三
重
県
名
張
市
夏
見
7
1
3番
地
1
6

®
淑
娟
昭
和
4
0年

1
2月
８
日
生

住
所
横
浜
市
鶴
見
区
豊
岡
町
1
1番
９
号

林
道
明
昭
和
2
3年
１
月
６
日
生

林
兪
靜
憲
昭
和
2
3年
３
月
2
2日
生

住
所
栃
木
県
大
田
原
市
中
野
内
1
7
7
9番
地

崔
ü
貴
昭
和
5
9年

1
2月

1
5日
生

住
所
岐
阜
市
白
菊
町
２
丁
目
1
2番
地

エ
ロ
イ
サ
・
ア
ド
ナ
・
ア
ラ
カ
ワ
昭
和
5
0年
４
月
2
9

日
生
チ
ャ
ル
メ
イ
ン
・
エ
ラ
・
パ
ン
リ
リ
オ
・
ア
ド
ナ
平

成
９
年
３
月
3
1日
生

住
所
岡
山
市
東
区
宍
甘
2
6
5番
地
１

金
ß
景
昭
和
4
7年
４
月
1
7日
生

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日法

務
大
臣

滝

実

住
所
東
京
都
文
京
区
湯
島
１
丁
目
５
番
2
8
`
1
3
0
1号

林
里
奈
平
成
元
年
２
月
1
3日
生

住
所
千
葉
県
習
志
野
市
東
習
志
野
３
丁
目

1
3番
３
`

7
0
3号
ロ
ー
・
ミ
ー
・
ハ
ン
昭
和
4
9年

1
1月

3
0日
生

住
所
東
京
都
板
橋
区
赤
新
町
３
丁
目
1
9番
７
号

金
正
浩
昭
和
4
2年
８
月
３
日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
３
丁
目
2
0番
６
`
1
0
2号

江
米
珮
昭
和
3
6年
５
月
1
3日
生

施
凱
†
平
成
２
年
７
月
1
9日
生

施
凱
祥
平
成
４
年
1
0月

1
7日
生

住
所
岩
手
県
二
戸
市
石
切
所
字
大
村
4
1番
地

李
嘉
琳
昭
和
4
9年

1
0月

2
6日
生

住
所
東
京
都
町
田
市
木
曽
西
５
丁
目
4
1番

3
6号

張
基
昭
和
4
8年
６
月
2
5日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
高
根
台
３
丁
目
２
番
1
7
7
`
4
0
3号

范
秋
萍
昭
和
4
1年
５
月
2
5日
生

住
所
神
戸
市
兵
庫
区
五
宮
町
1
9番
２
号

王
賢
志
昭
和
3
1年
２
月
４
日
生

王
艶
枝
昭
和
3
4年
２
月
1
2日
生

王
÷
勝
平
成
２
年
９
月
2
2日
生

王
÷
佳
平
成
７
年
５
月
1
1日
生

〔
告

示
〕

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
四
五
三
）

J

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
四
五
四
）

K

〇
薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
希
少
疾
病
用
医
薬
品
を
指
定
し

た
件
（
厚
生
労
働
五
五
六
）

〇
薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
希
少
疾
病
用
医
薬
品
の
指

定
を
取
り
消
し
た
件
（
同
五
五
七
）

L

〇
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
三
十
九
条
の
三
及
び

第
三
十
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
認
定

完
成
検
査
実
施
者
及
び
認
定
保
安
検
査
実

施
者
を
認
定
し
た
件（
経
済
産
業
二
四
四
）

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

を
認
可
し
た
件
（
国
土
交
通
一
二
〇
三
）

国
家
試
験

平
成
二
十
四
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
合
格
者

（
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会
）

R

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁司

法
書
士
懲
戒
処
分
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、特
別
清
算
、

再
生
関
係

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
清
算
人
就
任
関
係

L
J

会
社
そ
の
他

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
二
三
五
〜
二
四
六
）

L

〇
水
路
測
量
の
実
施
に
関
す
る
件

（
同
二
四
七
）

N

〇
海
域
が
該
当
す
る
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境

基
準
の
水
域
類
型
の
指
定
に
関
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
環
境
一
六
〇
）

O

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
九
二
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
五
二
、
一
五
三
）

〔
国
会
事
項
〕

P

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

最
高
裁
判
所

P

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

Q

〔
皇
室
事
項
〕

Q

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

消
防
庁
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨
の
公
表

に
つ
い
て
（
消
防
庁
）

Q

東
浦
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

計
画
の
変
更
の
公
表
に
つ
い
て

（
農
林
水
産
省
）

R

サ
ロ
マ
湖
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備

事
業
計
画
の
変
更
の
公
表
に
つ
い
て
（
同
）

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

R

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
四
、
静
岡

同
四
、
沖
縄
同
三
）

˜
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